
　
太
平
洋
を
取
り
巻
く
地
震
・
火
山
帯
の
一
角
に

あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
一
二
九
の
活
火
山
が
ひ

し
め
く
火
山
列
島
で
す
。
こ
こ
で
は
、
イ
ン
ド
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
プ
レ
ー
ト
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
・

プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
む
際
に
多
数
の
大
地
震

を
発
生
さ
せ
、
融
け
た
マ
グ
マ
が
活
火
山
列
を
形

成
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
四
年
十
二
月
に
大
津
波

で
二
十
二
万
人
余
り
の
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
ス
マ

ト
ラ
島
沖
大
地
震
は
皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
残
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
火
山
災
害
で
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
火
山
は
凶
暴

で
す
。
一
八
一
五
年
タ
ン
ボ
ラ
火
山
噴
火
、
一
八

八
三
年
ク
ラ
カ
タ
ウ
火
山
噴
火
は
人
類
の
歴
史
に

残
る
大
噴
火
の
世
界
一
位
と
二
位
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
九
万
二
千
人
、
三
万
六
千
人
も
の
犠
牲

者
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ス
マ
ト
ラ
島
に
あ
る
ト
バ
湖
は
、
阿
蘇
カ
ル
デ

ラ
の
数
倍
も
あ
る
世
界
一
の
カ
ル
デ
ラ
で
す
。
ジ

ャ
ワ
島
の
メ
ラ
ピ
火
山
は
雲
仙
岳
と
同
様
に
、
火

口
か
ら
出
た
溶
岩
ド
ー
ム
が
崩
落
し
て
、
崩
落
型

火
砕
流
が
今
で
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
地
震
火
山
防
災
の
た

め
に
、
科
学
的
・
経
済
的
に
大
き
な
貢
献
を
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
日
本
人
研
究
者
が
観
測
機
材
を

持
っ
て
現
地
に
派
遣
さ
れ
る
と
と
も
に
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
若
手
研
究
者
が
続
々
と
日
本
に
勉
強

に
来
て
い
ま
す
。
島
原
市
に
も
九
州
大
学
所
属

の
留
学
生
が
来
て
い
ま
す
。
火
山
都
市
国
際
会

議
で
も
多
数
の
火
山
防
災
関
係
者
の
参
加
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
執
筆
…
松
島
健
九
州
大
学
地
震
火
山
観
測
研

究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
・
理
学
博
士
）

　
昨
年
の
十
一
月
十
九
日
、
雲
仙
岳
災

害
記
念
館
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
火
山
会
議
一
年
前
の
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
開
催
し
た
ポ
ス
タ
ー
発
表
の

会
場
で
す
。

　
消
防
や
警
察
、
自
衛
隊
、
医
師
会
、
県

立
島
原
病
院
、
国
土
交
通
省
、
長
崎
県

や
大
学
な
ど
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
が
パ

ネ
ル
の
前
で
発
表
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

取
り
囲
ん
だ
聴
衆
に
対
し
て
、
災
害
当

時
の
状
況
や
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
、
熱
い
思
い
が
語
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
　
当
時
、
現
場
で
直
接
対
応
に
当
た
っ

た
人
た
ち
の
熱
意
に
、
聞
い
て
い
る
人

も
つ
い
つ
い
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
災
害
は
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
貴
重
な
体
験
で
す
。
「
語
り
た

い
、
伝
え
た
い
」
こ
の
思
い
こ
そ
が
、

本
市
が
火
山
都
市
国
際
会
議
島
原
大
会

を
開
催
す
る
原
動
力
で
す
。
体
験
し
た

人
は
誰
で
も
、
何
か
を
語
り
た
い
、
何

か
を
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
国
際
会
議
は
こ
の
よ
う
な
皆
さ
ん
に

と
っ
て
絶
好
の
機
会
で
す
。

　
本
市
の
人
口
の
約
二
割
に
当
た
る
二

十
歳
未
満
の
皆
さ
ん
は
、
噴
火
災
害
に

つ
い
て
あ
ま
り
記
憶
が
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
プ
レ
イ


